




























































































































ては全国で初めてとなる 漂着ごみの発生抑制 に取り組むことを掲げ（亀岡市、 ）、平
成 年（ ） 月には内陸部初開催となる 第 回海ごみサミット 亀岡保津川会議 を
誘致、開催した。また、このサミットでの取り組みをさらに発展させるために 川と海つなが
















































平成 年（ ）には、これらの 社が運航する川下りが 天竜川の舟下り として飯田市
民俗文化財に指定された ）。文化財指定に際しては、現在観光川下りを運行する 社が平成





















天竜舟下りでは、大型の 号船から小型の 号船まで 種類の舟を合計 艘程度、常に運行
可能な状態で保有している ）。このうち冬季は 艘が営業運行に使用され、残りの舟の補
修が行われている。これらの舟の図面（寸法図）は先代の船大工の親方が残しており、それを





































特に中心的な活動が、平成 年 月から始まった 竹林伐採バスターズ である。当初、
名程度のボランティアの参加を見込んでいたが、回覧板を通じて地域住民に参加を呼びかけた






が筏にあることを学んだ鵞流峡復活プロジェクトのメンバーは、平成 年（ ） 月ごろか
ら、まず自分たちが 遊び として伐採した竹で組んだ筏を用いて筏流しを行なった ）。これ
が人々の間に広がり問い合わせも相次いだことから、安全性を高めた筏を開発し天竜舟下りに













































































造和船の建造技術の伝承にも取り組むようになった。平成 年（ ） 月には、これらの漁




ヒミング（以下、ヒミング）が、平成 年（ ）と同 年（ ）に 年ぶりに天馬

















































（ ）は、 経験経済 （ ）を提唱し、コモディ
ティ、製品、サービスに続く第 の経済価値として、経験顧客にどのような 経験価値 を知
覚させられるかが重要であることを指摘した。そして、顧客に 経験価値 を知覚させる重要




































）全国河川旅客船協会加盟の事業者数は平成 年（ ）には 社であったのが、平成 年には 社へと減
少している。
水運文化の再生と地域における文化ツーリズム振興に関する研究
）上林（ ）によると、たとえば、寛政 年（ ）に記された 丹波志 は保津（京都府亀岡市）から
嵯峨（京都市右京区）までの運賃は 人 升（約 文）と記録されている。また、儒学者や武士、商人など
が娯楽として保津川を下る舟に乗船した記録が紹介されている。




























）文化財指定に際しては、現在観光川下りを運行する 社が平成 年（ ） 月に共同で申請し、平成
年（ ） 月の市文化財審議委員会による答申を経て、飯田市教育委員会が市民俗文化財に指定した。
）詳細は飯田市生涯学習スポーツ課文化財保護係 文化財保護いいだ のウェブサイトを参照せよ。
）信南交通 は、昭和 年（ ）に創業した天竜川舟行株式会社の営業権の譲渡を受けて昭和 年
（ ）から天竜川での遊船事業を行なっていたが、昭和 年（ ）にその経営権を譲渡する形で、上流
部で天竜舟下り株式会社が、下流部で天竜ライン遊舟有限会社が設立され、現在に至っている。詳細は天竜
舟下り（ ）を参照せよ。
）川名（ ）によると、江戸時代に天竜川で用いられていた舟は 角倉舟（高瀬舟） と 鵜飼舟 の 種




）各船の全長は以下の通り。 号船 （ 間）、 号船 （ 間 寸）、 号船 （
間 尺）。
）新造船を建造する場合、資材の手配は夏頃から始まる。船体の建造に取り掛かるのは 月ごろであり、


















）一連の経緯は曽根原（ ）にまとめられている。なお、筏流しは現在では 月から 月にかけての第
・ 土曜日に運行されている。
）現在、木造和船の建造技術を持つ船大工がどれくらいいるのか、正確な資料はないが、石原（ ）によ
ると、 年時点で 人から 人程度と推計されている。
）ダグラス氏は、最後のたらい舟建造技術を持つ船大工である藤井孝一氏（故人）のもとに平成 年
（ ）に弟子入りして技術を学んだ。藤井氏の死後、平成 年（ ）には鼓童文化財団の支援を得て、
たらい舟の建造技術を記録する取り組みを進め、佐渡島におけるたらい舟の伝承に貢献した。一連の取り組
みはブルックス（ ）にまとめられている。
）平成 年（ ）に日本財団が行った 全国の個人船大工存在確認調査 では、ブルックス氏は唯一日本
人以外の船大工として名を連ねた。こうした活動はアメリカでも高く評価され、平成 年（ ）には米国
工芸協議会の希少工芸親交賞を受賞した。ブルックス氏のこれまでの取り組みは （ ）に詳しい。
）保津川の鮎舟は現在確認されているものだけでも 尺（約 ）、 尺（約 ）、 尺（約 ）の 種
類がある。






る。平成 年度（ ）には 森の名手・名人 （国土緑化推進機構）に選ばれた。
）水田での稲作のために用いられた平底の舟でタズルともいう。大型の舟をオオフネ、小型の舟をテンマと
も称した。詳細は氷見市立博物館（ ）を参照せよ。
）ミニ天馬船レースは、 人 円の参加費で参加者を募り、その ％が 木造和船技術伝承のための木造
船造船の基金 に寄付され、残りの ％は運営費とレース上位入賞者の賞品に充てられた。 回目のレース
は平成 年（ ） 月 日に実施され、 艘のエントリーがあった。 回目のレースは平成 年（ ）
月 日に開催され、 艘のエントリーがあった。また、 艘目の建造資金を募るために 回目のレースが
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